
NOC技術ノート No.182 

液状ゴム (Polybd)用老化防止剤について (4)

前回に引きつづいて今回は，液状ゴム (Polybd)に第

三成分として短鎖ジオールを配合した場合のノクラック

OLについての試験例，及び液状ゴムにカーボンプラッ

クを配合した場合のノクラック OLについての試験例

を紹介します．

短鎖ジオール（例， Isonol C-100) を液状ゴムに第三

成分として添加することにより，エラストマー骨格にウ

レタン結合が増加し不飽和基が相対的に減少するために

良好な物性と良好な耐熱性を持つ弾性体が得られます．

また，液状ゴムは汎用の加硫固体ゴムに類似した高分

子主鎖構造をもっており，固体ジェンゴムにカーボンプ

ラック補強が有効なのと同様，カーボンプラックその他

種々の充填剤による補強が有効でありますu.

これらのような補強された液状ゴム弾性体においても

ノクラック OLの老化防止効果は顕著に現われており

ます。

実験例の紹介

実験例ー 7'表 7.Iよりノクラック OLの添加量が増

すほど耐オゾン性が向上していることが認められます。

ジオールを配合しない場合の実験例（前号 NOC技術ノ

ート No.181)では， ノクラック OL(5.0 phr) 添加試

料は 168時間ばくろしてもき裂の発生は認められなか

ったが，今回のジオールを配合した場合ではノクラック

OL添加試料においてもき裂の発生がみられた。 これ

は，液状ゴムにジオールを配合することにより網目濃度

が増加し高モジュラスのゴム弾性体となったために同じ

伸張率においてはオゾンによるき裂の発生及び成長が起

こりやすいと考えられるり

したがって， ノクラック OLの添加量は，得られる液

状ゴム弾性体のモジュラスの程度により適量を使用した

方が有利であります．

表 7.2の熱老化試験ではノクラック OL3, 0 phr添加

で十分に効果がみられすぐれた酸化防止剤といえます．

また，表 7.3の屋外ばくろ試験ではノクラック OLの添

加量が増すほど耐候性も向上している傾向が認められま

す．これらの試験結果よりノクラック OLは，耐オヽ ／` ン
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性・耐熱性・耐候性ともすぐれた効果をもつ老化防止剤

といえます．

実験例ー8. 液状ゴムにカーボンプラックを配合（三

本ロールで混練）したものにノクラック OLを添加した

場合のオゾン試験（表8.1) と熱老化試験（表8.2)の結

果です．

実験例ー7の場合と同様に）ノクラックOL添加試料

は，耐オゾン性・耐熱性に良好な結果を示します。

実験例ー 7

配合

液状ゴム (Polybd R-45HT)•1> 100 

Isonol C-100••> 8. 4 

lsonate 143-L*8> 26. 5*5> 

DBTDL*4> 0. 05 

ノクラック OL 変量 3, 5, 7, 10 

NCO/OH当量比=I.I 

硬化条件

100℃ X 100分 プ レス成形

オゾン劣化試験

オゾンウェザーメーター JISダンベル状 1号形試

験片

75士5pphm, 40士2°c,40%伸張

表 7.I 

オゾンばくろ結果
'--------
2時間後 I 24時間後

-. . . - . --- L._ ___ -----.. 一

老化防止剤無添加試料 10.5mm以下の 切断
き裂無数に発生

ノクラック OL き裂なし 0.5~ 1.0 mmの
(3.0 phr)添加試料 き裂多数発生

ノクラック OL i き裂なし jo.s mm以下の
(5.0 phr)添加試料 I Iき裂少数発生
ノクラック OL '0.5~ 1.0 mmのI き裂なし
(7 .O phr)添加試料! Iき裂点在

I 
ノクラック OL : き裂なし ： き裂なし
(10.0 phr)添加試料 l

(128) 



第4 ， 巻 第2 号 （ ~ ， 7 6 ） “ 召 ーヽノ）

熱老化試験

試験管加熱老化試験機 老化温度： 120℃ 

老化日数： 10日間

表 7.2

i ！ T'Modolos 
c(kmgりB / 1 , EB [,~(kg/-cm-り I H 
:(%)1 : S 
l¥1100 Msoo' 
i''  

老化防止剤無添加試料老化イ後前 71 300: 32 71 74 
老ヒ 31 80, - _, 76 
'i  

ノクラック OL I:; : 62 290 74 

，，クラック OL 老老化イ後前前後l 85 340' 74 (5.0 phr)添加試料 ヒ 62 1901 73 

ノクラック OL 老老化I 8"836451I 343111B20' 0o0j 1 'L 74 (7,0 phr)添加試料 ヒ 73 

ノクラック 01. ヒ 75 
(10.0 phr)添加試料 I1老老化イ後前！I 76 

耐候性試験

屋外ばくろ 期間： 50年5月14日～

50年7月23日 (70日間）

場所：大内新興化学工業株式会社

志村工場

表 7.3

TB 
1Moai.iius 
枷 (kg/cmりI

I I~ 嵩(%)1叫Maoo¥Hs 
老化防止剤無添加試ばくろ前 71 300 32 71 

I 

料 1ばくろ後 45 160 35 - 76 

ノクラック OL 'ばくろ前 62 290 32 - 74 
(3.0 phr)添加試料ばくろ後 46 160 37! - 76 

ノクラック OL ばくろ前1 s5I 340/ 341 10 74 
(5.0 phr)添加試料ばくろ後I 50 1101 391 - 1s 

ノクラック OL ばくろ前I 83 340 33 68 74 
(7.0 phr)添加試料ばくろ後I 59 210 39 - 76 

ノクラック OL ばくろ前 85 3201 35 94 75 
(10.0 phr)添加試料ばくろ後 66 240J 41 - 78 

実験例ー 8

配合

液状ゴム (Polybd R-45HT) 100 

HAFカーボン 20 

Isonate 143-L 15*6> 

DBTDL . 0.05 

オゾンウェザーメーター， JISダンベル状 1号形

試験片， 50士5pphm, 40士2°c,40¾ 伸張

表 8.1
． 

オソ‘ンばくろ結果

'14時間後I2日五―五履:10日後
---・-

老化防止剤無添加;1 mm以下1~3mmぎ切断！ 一
試料 のき裂多裂多数発 ; 

数発生生

ノクラック OL き裂なし：き裂なしき裂ないき裂なし
(4.0 phr)添加試料 l
緯盆認贔！き裂なし1き裂なしき裂なし：き裂なし

熱老化試験

試験管加熱老化試験機 老化温度： 120℃ 

表 8.2

老化 TB
日数 (kg/I EB M100 , (/ a・(kg/ I Hs 
（日） cmりI a) cmり

老化防止剤無添加試料 0 I 621200 I I 30 I I 69 4 27 70 72 
8 31 50 80 

添ノ加ク試ラ料ックOL(4,0 phr) 

゜80 I 230 I ！ I 32 69 4 751180 35 69 
8 71 160 43 ! 70 

添ノ加ク試ラ料ックOL(7.0 phr) 0 73 230 28 i 67 
4 66 1so 30 I 67 
8 66 150 34 67 

ノクラック OL

NCO/OH当量比=I.25 

硬化条件

120℃ x60分 プ レス成形

オゾン劣化試験

(129) 

変量 4, 7 

注） * (1) 液状ゴム：水酸基末端液状ボリプタジエンゴ
ム（出光石油化学 K.K)

* (2) Isonol C-100: N, Nービス (2-ヒドロキシプロ

ヒ゜ル）アニリン（化成アップジョン K.K)

* (3) Isonate 143-L: ジフェニルメタンジイソシア

ネート（化成アップジョンK.K)

* (4) DBTDL: ジブチル錫ジラウレート

* (5) ノクラックOL!gにつき Isonate143-Lの量

は0.4g増しとした。液状ゴム 100gバッチと

して，ノクラック OL5.0 phr配合の場合，

143-Lの量は 2.0g増しとなり， 26.5+2.0= 

28. 5 gとなる．

* (6) *{5)と同様にノクラックOL4.0 phr配合の場

合 143-Lの量は 1.6g増しとなり， 15.0+1.6

= 16.6gとなる．
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